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<全体連絡事項>

· 鈴木　サダ様～婦人科の処置、本日より１０日分継続処方となっています。

· 田中　清様～歯科は、昨日で終了となっています。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

荒谷　正毅様

現在のケアプラン

♯１臥床傾向

　Ｐ１離床時間を増やす

1 臥床が続く際は、声掛けし、離床を促す。

2 プログラムの際は、部屋から出る様促す。

3 活動性をあげるもの（買物など）の提供

評価・検討

　相変わらず、臥床傾向が続いている。再三、促すとプログラムには参加できているので

声掛けをし、根気強く促していく。上記プランは継続とする。

　　♯２不潔

　Ｐ2清潔保持

1 歯磨き、洗面、髭剃りを促す。

2 入浴・更衣うながす。

3 できない所を介助する。

4 拒否時、様子を見て再度促す。

評価・検討

　洗面や髭剃りは、再三の促しでようやくできているが、歯磨きは怒ってしまい、やろうとしない。入れ歯を詰所預かりとせず、ポケットに入れて持ち歩いている。歯磨きの必要性を再度説明し、理解して頂く。入れ歯も詰所預かりとし清潔に保存できるようにする。上記プランは、継続とする。

＜ケア検討（入浴）＞

· 高森　清八様～現在ＣＤユニットで入浴しているが、歩行状態がいいので、Ｂユニットでの入浴にきりかえる事とする。

＜口腔ケア＞

口腔乾燥は、健康を害するばかりでなく生活の質にも大きく影響します。口腔乾燥の原因と症状を知る事で唾液がいかに健康維持に深く関わっているかという事を知る事ができます。

＊口腔乾燥が疑われる症状　　　　　　＊口腔乾燥の原因

· 口の中が乾く、粘つく不快感　　　　・膠原病、糖尿病、腎疾患（透析）、脳血管障害

· しゃべりにくい　　　　　　　　　　　後遺症、他　

· 食べにくい　　　　　　　　　　　　・がん放射線治療、化学療法、移植（ＧＶＨＤ）

· 味覚がおかしい　　　　　　　　　　・人工呼吸器、経管栄養摂取、酸素吸入

· 口臭が気になる　　　　　　　　　　・薬の副作用：抗コリン剤、抗ヒスタミン剤、不

· 舌が痛い　　　　　　　　　　　　　　整脈用薬、降圧剤、高脂血症薬、利尿剤、抗う

· 虫歯、口内炎ができやすい　　　　　　つ剤、抗不安剤、向精神薬、睡眠薬、精神安定

· 口唇や口角がひび割れる　　　　　　　剤、鎮静剤、統合失調症治療薬、抗パーキンソ

· 義歯がうまく合わない　　　　　　　　ン病薬、抗てんかん薬、麻酔鎮痛剤、気管支拡

· 夜、起きて水を飲みたくなる　　　　　張剤、他多数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ストレス、喫煙、飲酒　・口呼吸、開口傾向　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・加齢　・乾燥した空気、脱水、発熱

· 口の乾きは、病気の重要なサインである可能性もあります。気になる場合は自己診断せずに医師に相談する。

· 唾液の働き

唾液は、大唾液腺と小唾液腺から分泌されます。正常な唾液の分泌量は、１日あたり平均1.0～1.5ℓです。常に口の中には、2～3ml存在しています。その内1mlは口腔底に、2～3mlは粘膜や歯面に存在しています。

· 口の中をきれいにします。（自浄作用）

· 食べ物を消化します。（消化作用）

· 咀嚼、嚥下、味覚を助けます（凝集、溶解作用）

· 微生物と闘っています（生体防御、抗菌作用）

· 口の中のＰＨを調整しています（緩衝作用）

· 粘膜をまもっています（潤滑作用）

· 歯を守り、修復しています（再石灰化作用）

· 発声を助けます（円滑作用）

実践アドバイス（発砲洗浄剤、アルコール）

　口腔乾燥の方は、低刺激性の口腔ケア製品を使用すると良い。歯磨き剤に発砲洗浄剤として含まれているラウリル硫酸ナトリウムは口腔粘膜に刺激を与えると言われている。洗口剤に含まれているアルコールは、口腔粘膜を乾燥させ、刺激を与える事が知られている。

